
（別紙　2　-　3）

２　　　　目　標　達　成　計　画

事業所名 近藤医院グループホーム
作成日 平成　22　年　12月　10　日

「目標達成計画」
優 項
先 目 目標達成に
順 番 要する期間
位 号

担当制を試みていたが、職員 入居者全員のプランの共有 1ヶ月の目標（例えば、細かく 平成23年
異動等で中断となったり、新 及び把握を行い、日々の達成 排泄、食事、口腔等）及び、 １/１～
規職員も加わり、再度プラン が出来ているかを確認し、状 評価が出来る様にし、半年間 5/末まで
あっての支援であることを、職 態変化がある時は、その都度 で全入居者を把握し、気づき
員へ周知出来なかったことが 申し送りをスムーズに行う。 も取り入れながら、1ヶ月に１
課題である。 回のCFにやくだてる。
非常時における地域の方へ 今後、災害対策において近 誰が何をするのか。して頂け 平成23年
協力依頼の具体的内容が 隣の方々への協力を促す。 るのか。を確認しそれに基づ １/１～
出来ていなかった為、今後は 又、運営推進会議においても いて訓練も行って行きたい。 ３・４/末まで
話合いの場を設けて行く必要 災害・水害についての勉強会 又、マニュアルも作成をし、誰
があると思われる。 や消防署の方の参加も取り もが解る様にしていきたい。

入れる。
サービス提供における接遇 異業種との会合や同業者間 施設内・外での研修において 平成23年
に関しミーテイングにおいて での研修・勉強会に出来る 接遇の勉強に参加して貰い １/１～
内部研修として確認し、振り 限り参加をして頂き、研鑚を 同業者間でのケアの勉強会 ６・７/末まで
返りと見直しの機会と統一 して行きたい。（2ヶ月に１回 や意見交換の為の、交流を
したケア等への取組みがまだ のペースで開催参加して貰 色々計画して行きたい。
出来ていない。 う。）

注１） 項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２） 項目数が足りない場合は、行を追加すること。

現状における問題点、課題 目　　　標
目標達成に向けた
具体的な取り組み内容
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